
 

滋賀県がん診療連携協議会 議事結果報告書 

 

会 議 名 令和元年度 第２回滋賀県がん診療連携協議会 

開 催 期 間 令和２年３月１８日（水）～３月２４日（火） 

開 催 方 法 電子メールによる意見交換 

会 員 

お よ び 

部 会 長 

【会員】 

滋賀県立総合病院       一山 智  （会長） 

滋賀医科大学医学部附属病院  松末 吉隆 （副会長） 

大津赤十字病院        石川 浩三 （副会長） 

彦根市立病院         金子 隆昭 

市立長浜病院         神田 雄史 

高島市民病院         鈴木 聡 

滋賀県医師会         越智 眞一 

滋賀県歯科医師会       中村 彰彦 

滋賀県薬剤師会        大原 整 

滋賀県看護協会        廣原 惠子 

滋賀県放射線技師会      古山 忠宏 

滋賀県臨床検査技師会     岩井 宗男 

滋賀県歯科衛生士会      村西 加寿美 

滋賀県がん患者団体連絡協議会 菊井 津多子 

滋賀県がん患者団体連絡協議会 八木 政廣 

滋賀県健康医療福祉部     川崎 辰己 

【部会長】 

滋賀県立総合病院      山内 智香子（相談支援部会） 

大津赤十字病院       芥田 敬三 （地域連携部会） 

滋賀県立総合病院      財間 正純 （がん登録推進部会） 

滋賀医科大学医学部附属病院 谷  眞至 （診療支援部会） 

滋賀医科大学医学部附属病院 村上 節  （研修推進部会） 

滋賀県立総合病院      花木 宏治 （緩和ケア推進部会） 

（敬称略） 

議 事 概 要 【審議事項】 

1. 令和元年度各部会の最終評価について 

 協議会・企画運営委員会および各部会より今年度の活動と最終評価について、下記の

とおり報告があり、可決された。 

（協議会・企画運営委員会） 

   台風接近により中止となった活動もあったものの、協議会活動の周知、がん医療フォー

ラムの開催、ＰＤＣＡサイクルの情報共有など、ほぼ当初の計画どおりに取り組めた。

最終評価は「Ａ」としたい。 

 （相談支援部会） 

   部会の開催、相談員スキルアップ研修会の開催、がん医療フォーラムへの相談員派遣な

どを行った。その他、相談支援シートの標準化や滋賀の療養情報の改定等、計画どお

り実施した。最終評価は「Ａ」としたい。 

 （地域連携部会） 

   今年度の地域連携パスの登録件数は目標290件に対して推計値で244件となる見込み。パ

スの見直しについては、肺がんパスの改定を行った。パスの評価としては、胃がん・

大腸がんについて、バリアンス分析を開始している。最終評価は「Ｂ」としたい。 

 （がん登録推進部会） 

   部会、研修会の開催および院内がん登録全国集計の提出など計画通り行った。ホームペ



 

ージに統計資料の掲載や院内周知用資料の作成も行い、最終評価は「Ａ」としたい。 

 （診療支援部会） 

   部会の開催、がん情報しがの「がん診療に関するトピックス」や「治療法一覧」につい

て更新を行った。がんゲノム医療や若年性妊孕性温存については部会の中で情報共有を

行った。ほぼ計画通り取り組めたので、最終評価は「Ａ」としたい。 

 （研修推進部会） 

   部会の開催、がん情報しがの講演会などに関する情報の更新を毎月行った。また、がん

看護研修（基礎編）を大津、湖南、湖北・湖東医療圏で開催し、全６科目の受講者は6

5名であった。「がん看護研修〈演習編〉」も大津、湖南医療圏で開催し、引き続き来年

度も行う予定。ほぼ計画どおり実施したので、最終評価は「Ａ」としたい。 

 （緩和ケア推進部会） 

   全８回実施予定であった緩和ケア研修会は、新型コロナウイルスの影響で１つ中止とな

ったが、部会や各研修会、世界ホスピス緩和ケアデー記念県民公開講座は計画通り実施

できた。最終評価は「Ａ」としたい。 

   

2. 令和２年度以降の活動について 

 がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針の中にある要件を根拠に当協議会を立ち

上げ、運営している。指針に特に変化はないので、令和２年度以降も現在の体制で活動

することを提案し、可決された。 

また、下記の質問があった。 

（がん患者団体連絡協議会） 

  がん診療連携拠点病院等への診療支援を行う医師の派遣調整はどの部会で検討してい

るのか。今年度、地域がん診療連携拠点病院の指定が取れない、期限が満たされない病

院が多くみられた。指定要件が厳しくなる中、現状は動いていると聞くが、医療を受け

る側としては心配である。医師に限った問題ではないとも聞く。一病院として取り組む

には大きな問題であるため、県全体として予算も加味して取り組むべき問題・課題であ

ると考える。 

 →（診療支援部会） 

    担当の部会は、診療支援部会である。医師を含め医療従事者の派遣調整は、個人

のキャリア形成にも関係する難しい問題であり、国や県全体で検討すべき課題であ

る。今後、診療支援部会で取り上げ、部会で出た意見をまとめ、滋賀県がん診療連

携協議会に報告していかなくてはいけない問題と考えている。 

（がん患者団体連絡協議会） 

  「地域がん診療病院と地域がん診療連携拠点病院とのグループ指定における、地域性

に応じたグループ内での役割分担を明確にした上でのグループ指定の組み合わせを決定

すること。」とあるが、どのように進めているのか。現況や方向性について、がん診療連

携協議会で協議・報告があれば安心につながると考える。 

 →（協議会事務局） 

    基本的に隣接するがんの医療圏にある病院同士が連携することとなっており、地

域性や現在の連携状況を勘案し、当該病院や県を交えた協議の上で決定している。

また、がん診療連携協議会でも報告している。現状、高島市民病院は大津赤十字病

院と、公立甲賀病院は滋賀医科大学医学部附属病院とのグループ指定となっている。 

 

【報告事項】 

3. 第11回滋賀県がん医療フォーラムの結果について 

 運営スタッフも含め255名（一般131名、医療関係者124名）がフォーラムに参加した。

アンケート結果より、講演と特別講演の評価はともに、９５％以上の人が「とてもよか

った」「よかった」のいずれかを回答しており、来場者の満足度は非常に高かった。 

 

4. 県からの報告事項等 



 

（がん診療連携拠点病院等の指定） 

２月19日に厚労省で開催されたがん診療連携拠点病院等の指定に関する検討会の結

果、滋賀医科大学医学部附属病院が地域がん診療連携拠点病院（高度型）に指定された。

また、昨年１年間の指定となった５病院のうち、医療安全管理者３職種全員が研修受講

を修了している県立総合病院、高島市民病院が令和５年３月末まで指定されることとな

り、これから受講予定の大津赤十字病院、公立甲賀病院、彦根市立病院が、昨年に引き

続き１年の指定期限となる予定。 

（小児がん拠点病院等の状況） 

滋賀医科大学医学部附属病院と大津赤十字病院が類型１の小児がん連携病院となっ

た。連携先の小児がん拠点は、滋賀医大は京都大学医学部附属病院と京都府立医科大学

附属病院、大津日赤は京都大学医学部附属病院。 

（滋賀県がん患者調査事業の状況） 

配布1850部のうち、950回収して有効回答804のため、回収率は51.3%となった。有効回

答と回収との差は、同意するに○印がなかったため。クロス集計をして、現在分析を進

めている。がん患者団体連絡協議会の考察もいれて報告書を作成し、県民へわかりやす

いダイジェスト版も作成する予定。 

（滋賀県がん患者調査事業の状況） 

新規事業として、ペア健診（検診）キャンペーン事業とがん検診受診率向上事業の予

算を計上。小児がん専門相談事業、AYA世代まで拡大して相談支援体制の整備を図るため

予算を拡張した。 

 

【その他】 

下記の意見があった。 

（がん患者団体連絡協議会） 

   来年度は第三期がん対策推進計画（6カ年）の3年目にあたる。丁度計画の半分が終わる

が、来年度には中間評価をしておく必要はないか。その際には、現目標が「滋賀県のがん

医療の質の向上と均てん化、がん診療連携の推進」となっており、この目標がどの程度中

間点で達成されているかを測る具体的な指標をどうするかなど、来年度の協議会の中で議

論しなくてよいのか。 

 →（協議会事務局） 

     来年度の協議会の議題としてあげるか検討したい。 

そ の 他 特になし 

  

以上のとおり報告します。                          令和２年３月２４日 


